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消
費
増
税
と
社
会
保
障
改
革
の
中
身
は

大宮吉満議員

質
　
問

　

消
費
増
税
に
よ
っ
て
福
祉
制
度

が
ど
う
改
革
さ
れ
る
の
か
。

福
祉
部
長

　

将
来
世
代
の
た
め
に
現
在
の
制

度
を
維
持
し
、
こ
の
改
革
の
財
源

と
し
て
、
消
費
税
の
増
税
部
分
を

あ
て
る
。

　

社
会
保
障
の
充
実
の
主
な
も
の

は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
・
医

療
・
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
改
革
・

年
金
改
革
で
あ
る
。

　

保
育
の
希
望
に
対
し
、
現
在
、

潜
在
ニ
ー
ズ
を
含
め
て
保
育
の
量

的
な
拡
充
を
図
り
、
職
員
配
置
な

ど
に
財
源
を
充
て
、
質
の
充
実
を

図
る
。
放
課
後
の
児
童
対
策
は
、

児
童
館
の
拡
充
。

　

介
護
保
険
は
、
1
号
被
保
険
者

の
支
払
う
保
険
料
の
世
帯
非
課
税

の
者
に
基
準
額
か
ら
軽
減
。
低
所

得
者
の
1
号
保
険
料
は
、
軽
減
措

置
を
拡
大
の
方
針
。

市
民
生
活
部
長

　

医
療
・
年
金
制
度
で
は
、
高
齢

化
の
進
展
、
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
の
加
入
者
の
所
得

状
況
が
低
所
得
化
が
進
ん
で
い
る

な
か
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
維
持

し
て
い
く
た
め
、
消
費
増
税
分
を

活
用
し
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
、

低
所
得
者
へ
の
転
換
措
置
を
拡
充

す
る
。

質
　
問

　

子
ど
も
・
子
育
て
新
支
援
シ
ス

テ
ム
は
。

福
祉
部
長

　

1
つ
目
、
幼
児
期
の
教
育
と
保

育
の
総
合
的
な
提
供
。

　

2
つ
目
、
保
育
の
質
や
量
を
確

保
し
、
待
機
児
童
の
解
消
。

　

3
つ
目
、
幼
稚
園
教
諭
と
か
保

育
士
の
人
材
を
確
保
、
処
遇
の
改

善
を
し
て
い
く
。

　

4
つ
目
、
地
域
の
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
る
。

　

消
費
税
の
増
税
・
安
定
的
に
経

営
を
す
る
た
め
、
あ
る
程
度
の
料

金
的
な
見
直
し
を
す
る
。

質
　
問

　

消
費
税
率
5
％
引
き
上
げ
で
保

育
の
質
の
改
善
・
処
遇
改
善
は
。

福
祉
部
長

　

子
ど
も
・
子
育
て
の
分
野
に

7
千
億
円
程
度
を
充
て
る
報
道
が

あ
る
。
こ
の
う
ち
処
遇
改
善
な
ど

の
質
の
改
善
は
3
千
億
円
程
度
予

定
で
あ
る
。

　

処
遇
改
善
で
は
、
3
歳
児
の
保

育
士
の
配
置
基
準
を
、
現
在
子
ど

も
20
人
に
1
人
の
配
置
を
子
ど
も

15
人
に
1
人
の
配
置
に
す
る
。

　

保
育
士
も
多
様
な
保
育
に
対
応

す
る
た
め
、研
修
の
機
会
を
確
保
。

長
時
間
保
育
・
開
所
時
間
の
長
時

間
化
に
伴
な
う
処
遇
改
善
。
小
規

模
保
育
所
の
参
入
を
促
進
す
る
。

質
　
問

　

市
の
待
機
児
童
の
状
態
と
、
新

制
度
に
つ
い
て
は
。

福
祉
部
長

　

市
は
待
機
児
童
は
い
な
い
。

　

新
制
度
で
は
就
学
前
の
児
童
に

つ
い
て
、
保
育
の
必
要
性
の
認
定

を
行
う
予
定
。
待
機
児
童
調
査
は

継
続
す
る
。

質
　
問

　

国
の
制
度
改
正
に
市
長
の
所

見
は
。

市
　
長

　

全
て
の
制
度
が
毎
年
変
わ
る
の

で
、
右
往
左
往
す
る
。
議
員
各
位

に
御
協
力
を
。




